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平成11年6月27日（日）午後1時30分から、 

浦和市高砂3丁目の埼玉会館 7階7A会議室

で、今年度の支部総会が開催されました。 

圏記念講演 

浅見健ー幹事の司会 

で開始されて、最初は 

本部会員センターの岩 

下路子業務室長（右） 

の記念講演「会員との 

接点・会員センターか 

ら見た野鳥の会」。会 

員センターで分析した 

野鳥の会の会員の特徴などが語られました。 

■議長などの選出 

講演が終わって少し休憩の後、再び浅見幹

事の司会で議長選出が諮られ、倉林宗太郎幹

事が議長に選出されました。 

倉林幹事が議長席について、書記として大

坂幸男幹事、議事録署名人として福井恒人・

玉井正晴両幹事を選出し、議事に入りました。 

■ io年度事業報告と11年度事業計画 

議長に指名されて、海老原美夫事務局担当

副支部長が、10年度事業報告と11年度事業計

画案の説明に立ちましたb 

10年度末の会員数は3, 087人。年間増加数

は79人、増加率は2. 6％にとどまって、ほぽ

横ばい状態でした。 

探鳥会は、年間106回計画のところ雨天な

どで8回中止。実際に開催されたのは98回で

した。1カ月平均にすると8. 2回です。参加

者数は合計4,222人。1回平均では43. 1人。 

これらの数字もほぼ前年度と同じです。 

そのほか、バードソンへの参加、ホーム

ページの開設、数々の普及活動、研究部の調

査研究活動、野鳥記録委員会の活動、年12回

の『しらこばと』の発行、事業部の販売活動  

等が報告されました。 

平成11年度の事業計画は、ほぼ前年度と同

じ活動を継続する案が発表されて、質疑応答

の後、事業報告、事業計画案は一括して承認

されました。 

顧10年度決算と11年度予算 

引き続き、海老原事務局長が、次のような

収支決算書と予算案を説明しました。 

収入の部 
項目 10年度決算 11年度予算 

級会計期首繰越金 1, 575, 448 
会費 4,810,300 
寄付金 92, 077 
探鳥会参加費
雑収入 

295,998 
2,991 200000  950000000000095 

補助金 400, 000 

2 

仮払い清算金 28. 912 
（小計） 7,205,726 

事業部会計期首繰越金 5,364,010 706,937 
運営準備積立期首繰越金 0 5,000,000 
事業部売上金額 789, 560 850, 000 
事業部雑収入 20,812 10, 000 

（小計） 6,174,382 6,566,987 
合計 13,380,108 13, 943, 232 

支出の部 
項目 10年度決算 11年度予算 

什器備品費 0 200,000 
消耗品費 21,959 50,000 
支部報印刷費 1,088,640 1,500,000 
支部報発送料 1, 668, 130 1,800,000 
印刷コピー代 389, 511 500, 000 
通信費 208, 315 250, 000 
雑費 207,257 250, 000 
家賃 1, 040, 000 960, 000 
水道光熱費 49,742 60, 000 
仮払い金 320 0 
総務部費用 116,260 150,000 
普及部費用 199,380 200, 000 
編集部費用 49,800 50, 000 
研究部費用 0 30, 000 
、劣胃’扱仕入代金 99, 567 0 
予備費 0 500,000 
ー編受会計期声一畿 2.066,295 876,295 

（小計） 7, 205, 726 7,376,295 
事業部仕入金額 378, 994 630, 000 
事業部費用 2,730 10, 000 
事業部雑支出 85,671 0 
運営準備積立金 5, 000, 000 5, 000, 000 
事業部会計期末素I難 706,937 876, 987 

（小計〕 6, 174, 382 6,566,987 
合計 13, 380, 108 13, 943, 282 

10年度決算の収入では、事業部売り上げが

予算額を下回った以外は、ほぼ予算通りで

あった事、支出は、節約を重ねた結果予算の

範囲内で済んだ事、11年度予算案はほとんど 
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副支部 海老原美夫 

事務局長 

海老原美夫 

総務部長

海老原美夫 

普及部長 

榎本秀和 

事業部長 

福井恒人 

編集部長 

山部直喜 

研究部長

小荷田行男 

野鳥言畿暴委員長

小林みどり 

幹 事 浅見健一 石井智 伊藤芳晴 大坂幸男 工藤洋三 倉林宗太郎 ハ池一男 佐久間博

文 桜庭勇 島田恵司（新） 杉本秀樹 高文子（新） 高草木泰行 玉井正晴 手塚正義 内藤義

雄 中村楽男 橋口長和 長谷部謙二 菱沼市 藤掛保司 森本圃夫 吉安彦 和田康男 

顧 問 
鈴木忠雄

松井昭吾 

支部長 

中島康夫 

監 事

楠見邦博

岡安征也 

平成11年度役員と組織 

前年度並みの数字で作成した事等が説明され、 

楠見邦博・岡安征也両監事が、それぞれ監査

の報告とともに意見を述べ、一括して異議な

く承認されました。 

■h1年度役員の選出 

当支部では、毎年役員の再任の意思を確認

しています。漫然と役員を続けるのではなく、 

毎年気持ちを新たにする為です。今年度は、 

退任を申し出る役員がいませんでした。昨年

度当初から比較すると、残念ながら新堂克浩

氏の任期途中での死去による1名減少があり

ましたが、小規模の補充で良さそうです。 

役員会で相談して、比較的県北地区の役員

が少ないので県北から1名、また女性の役員

も少ないので女性も1名ということでどうだ

ろうかということになり、島田恵司氏と高文

子さんの2名が役員会案として推薦されまし

た。ところが、その検討が進められている途

中で、突然浅見徹幹事の遠方への転勤が明ら

かになり、結局2名減、 2名増の役員会案と

なって、それらの経過を事務局が説明、11年

度役員が選出されました。 

島田恵司新幹事 高文子新幹事 

挨拶をする中島支部長 

ここで例年通り、総会を一時中断して、新

幹事を含む役員会議を開催して、支部規約に

基づき支部長・副支部長等を互選する手続き

に入り、支部長等は前年度通りとする事が確

認されました。 

■総会が終わって 

総会後は、支部事務局に場所を移して、賑

やかに懇親会が続きました。 

支部役員達は、また1年間、無償のボラン

ティアとして支部の活動を支えていきます。 

ああしたい、こうすべきと考えながらもなか

なか思うに任せないことも多いのですが、探

鳥会を中心とする地道な普及活動を積み重ね

る事こそ、社会全般の自然保護に対する考え

方を底辺から高めていくのに、最も大きな力

になると考え、今年度も前年同様の活動を継

続します。どうか会員の皆様のご協力をお願 

い申し上げます。 	（文責・海老原美夫） 
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1999年 ン・カモ クチョウ類調査報告 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 
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ので、 2年ぶりに17種が記録されました。ご
協力いただきました方々に厚く御礼申しあげ 
ます。 	 （柳原正昭） 

本年も標記調査が 1月15日に行われました。 
穏やかな天候に恵まれ、カウント数は平年並
になりました。アイサ類 2種が見られました 
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警讐讐蕪蕪議 
大路池に向かうバスの車窓から、まずはイ

ソヒョドリのおはようの歓迎。バスを捨て、 

池に近づくにつれ、シャワーのようなイイジ

マムシクイのさえずり。さらに轡蒼とした原

生林の中を降りて行くと、ミソサザイ、コマ

ドリのコーラスの連統。池を半周したあずま

やで、オーストンヤマガラやアカコッコに歓

声。朝食後、伊豆岬ではウチヤマセンニュウ

の独特のさえずり飛翻。そしてまた、翌早朝

の大路池でついにスコープの中にカラスバト

が。船上探鳥では、コアホウドリ、クロアシ

アホウドリが次々出現。海面に浮かんでいる

ものもいて興奮しきり。足の疲れも忘れ棒立

ちに次ぐ棒立ち。ここに到って、参加者―同

いつしかまとまりのある和やかなチームに変

身していた。 

島特有の野鳥たちに全部出会い、二日間天

気にも恵まれ、さても素晴らしき探鳥会に導

いて下さったリーダー諸氏に多謝多謝！ 参

加者の胸には、忘れられない思い出としてい

つまでも残ることは疑いない。 

（さおりとかずや君、はるかちゃんと秀君） 

わたしは、三宅島に行きました。朝の 5時
に三宅島につきました。荷物を民宿にあずけ

て大路池に行きました。最初に見たのはイイ

ジマムシクイとオーストンヤマガラです。 

次に、頭が黒色、アィリングがオレンジ色

のかわいいアカコッコに会いました。やぶの

中では、コマドリがヒンカラカラとさえずり

をしていました。 

翌朝、 4時半に大人の人がでかけました。 

子どもたちは、ねていました。朝の 5時にお

きました。さおりとかずや君とはるかちゃん

と秀君の 4人で、うみに行きました。その途

中、秀君がオオルリを見つけました。 

海は、とってもきれいでした。大人の人達

が帰ってきたので、オオルリを見つけたと話

したら、とってもおどろいていました。 

帰りの船上で、クロアシアホウドリ、コア

ホウドリに会いました。また三宅島に行きた

いと思います。雨が降らなくてよかった。 

0】カッコウやホトトギスの仲間を「トケン

類」 というのは、なぜですか。 「トケン」 と

いう言葉の意味がわかりません。 

（春日部市・鈴木紀雄） 

A：広辞苑で「ホトトギス」の項を見ると、 

「杜鵬」と出ています。この漢字を音読みす

ると「トケン」 となります。ついでですから

逆に「トケン」の項を引いてみますと、 「杜

鵬＝ホトトギスの漢名」と出ています。 

要するに、ホトトギスの仲間の別な呼び方

という事です。ホトトギス科の鳥と思われる

が、その中の何であるか種名を同定できない

時、 「トケン類」 という言い方をします。つ

まり、「ホトトギス sp.」という事と同じです。 

ホトトギスの場合は、科の名前と、その中

の1種の名前が同じものですから、 「ホトト

ギス sp.」 というと、種名に「sp.」を付け

たような感じがすることを嫌い、「トケン類」 

と呼ぶ人がいるようです。 	（編集部） 



北本市石戸宿 ◇ 4月26日、ベニマシコJ1 

羽、ョシ原でョシにつかまりさえずってい

た（大友慎也）。 

浦和市秋ケ瀬 ◇ 4 月30日、ピクニッグの森

でサンショウクイ早 1羽、クヌギの樹冠で

捕食していた。クロジ数羽、子供の森でキ

ビタキrl羽。 5月1日、ピクニックの森

でキビタキrl羽、クロジ数羽。子供の森

でセンダイムシクイ 1羽、キビタキrl羽。 

野鳥の森でエゾムシクイのさえずり。 5 月 

6日、ピクニックの森でオオルリrl羽、 

キビタキrl羽。子供の森でクロツグミr 
1羽。 5 月15日、子供の森でメボソムシク

イ 1羽、サンコウチョウr2羽早 1羽（大

友慎也）。◇ 6 月12日、大久保農耕地 B区

で白昼堂々と男 3人がガマ原の東半分の周

囲にカスミ網を張っていた。よく見ると環

境庁の標識調査の赤い旗が立っていた。山

階鳥類研究所の人達で、ヒクイナにバンデ

ィングするとのこと。鳴き声を合図に 3人
がガマの中に入り東に向かって追い出しに

かかった。ところが、ヒクイナは、咽笑う

かのように（実際は怯えてただろうが）西

側の湿地や畦道に出てきた。思わず心で拍

手。この調査のおかげでヒクイナ 3羽がよ

く見られた。ヒクイナの驚憎を思うと複雑

な心境。 6 月20日、B区で前述のガマ原か

ら20-30m北西のアシ原でヒクイナの声。 

警戒心が非常に強く 「キョッ、キョッキョ

キョキョ」という軽やかな声は数回聞けた

が、姿は見せてくれなかった。ョシゴイ10 
羽、コョシキリ 3羽（高田範之）。 

浦和市別所 ◇ 5月30日午前 4 時頃、自宅で 

カッコウの鳴き声を聞いた（志賀敢）。 

大宮市鴨川第ー調節池「ウエットランド」 

◇ 5 月 3 日、コアジサシ 2羽、求愛給餌を

行っていた。 5 月15日、コアジサシ 2 羽、 

さかんに給餌活動を行っていた。 5月28日、 

コアジサシ 1羽、早朝、人の少ない頃に採

餌に来ている。どこから飛来するのだろう

か。昨年より、この時季のみ見られるよう

になった（浅見健一）。 

大宮市島根 ◇ 5月13日、チュウシャクシギ 

3羽、ムナグロ30羽以上、トウネン 5羽。 

5 月14日、チュウシャクシギ 3羽、ムナグ

ロ100羽以上、アオアシシギ 1羽（大友慎

也）。 

大宮市日進町 1丁目 ◇ 5月17日、メボソム

シクイ 1羽、さかんに鳴いていた。 5 月20 
日、ツミ 1羽。 5月21日、カッコウ 1羽、 

初認（森本国夫）。◇ 5 月28日、ツミ 2羽、 

上空でさかんに鳴きながら、何度も絡み合

っていた。大きさは、ほとんど同じに見え

た（浅見健一）。 

蓮田市元荒川 ◇6 月 9 日、高速橋下流の岸

辺から少し離れた菰の陰にカイツブリの巣

を見つけた。 6 月28日、ヒナ 2羽、卵 2個
を確認した（道祖土修一）。 

川本町荒川明戸堰上流 ◇ 5月 3 日、ハヤブ

サ 1羽、水除のイカルチドリ 3羽を超低空

でかすめた。イカルチドリの舞い上がった

方向が思惑と違ったのか、狩りに失敗。そ

のまま上流に飛び去った（大友慎也）。 

妻沼町利根川 ◇ 6 月12日、刀水橋上流でカ

ッコウ1羽、枯れ枝で鳴いていた。コチド

リ 4羽、イカルチドリ 2羽、ゴイサギ 1羽、 

コアジサシ 3羽、上流から下流へと盛んに

飛翻。ため池状態になった場所でホパリン

グし採餌していた（後藤康夫）。 

の写真 

アオバズク（フクロウ目 フクロウ科アオバズク属） 

「巣から出たぞ」。 7月のある日の早朝。 	現場に着くと 「ああ、いたいた。 5羽だ。 

北本市石戸宿の小Ilはんからの電話。 	 横に並んでいる。家族全員かな」とパチリパ 

「ええ、本当！ すぐ行くよ」。何はとも チリ。 

あれ、急いで出発。 「会社はどうしよう 
	

午後はもう並んでいませんでした。午前中 

ええ t、、今日は休み！」。 	 の一時の 1枚です。 小出 博（鶴ケ島市） 
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．市・大麻生定例探鳥会 

期日】8 月 8 日（日） 

集合】午後9時30分 秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷9 :11発、または寄居 

9 】03発に乗車。 

担当】和田、森本、中島（章）、石井（博）、 

倉崎、松本、中里、高橋、後藤 

見どころ】暦の上では今日から秋。辛かった

猛暑の中の探鳥会も終りに近づいてき

ました。自然の世界でもそろそろ入れ

替えが始まります。渡りの途中でここ

にも立ち寄っていく鳥もいます。どん

な鳥が出てくれるか楽しみです。まだ

まだ暑さは巌しいので防暑対策をお忘

れなく。 

1市・三室地区 列探鳥会 

期日】8 月15日（日） 

集合】午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、浦和市立郷土博物館前。 

後援】浦和市立郷土博物館 

担当】楠見、福井、手塚、伊藤、渡辺（周）、 

笠原、倉林、若林、兼元、森、清水、 

前洋 

見どころ】今月の探鳥会は旧盆の15日。鳥た 

ちも含めて、生きとし生けるもののこ

とを考えるのも良し。昭和に生きた世

代には、終戦記念日。鳥を見られる幸

せを思う。そんな日の真夏の探鳥会で 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。夏季は帽子、飲

み物必携。解散時刻は、特に記載のない場合、 

正午から午後1時頃。小雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

す。ゆっくりと見沼たんぽを歩いてみ

ましよう。 

～ー予市 子津干潟探‘昌三 

期日】8月22日（日） 

集合】午前 9時30分、JR武蔵野線南船橋駅

改札口付近。 

交通】JR武蔵野線武蔵浦和 8 】 34→南浦和 

8 】 37→南船橋 9 】 26着。 

担当】杉本、手塚、長谷部、伊藤、篠原、斎

藤 

見どころ】主に秋の渡りのシギ・チドリ類を

観察します。春の渡りに比べて個体数

は少ないけれど、種類は多く見られま

す。思わぬ珍鳥も出やすい季節です。 

干潟は日陰が少ないので帽子、飲み物

などの暑さ対策を＋分にしてお出かけ

ください。 

『しらこばと』袋づめα 三 

とき】8 月28日（土）午後1時～ 2時ころ 

会場】支部事務局108号室 

案内I 日中の暑さは、まだまだながら、朝タ

の涼しさが季節の移り変わりを知らせ

ています。これからの探鳥シーズンに

向けて、色々プランを立てている方も

多いと思いますが、袋づめをしながら

鳥情報を仕入れるというプランもあり

ますよ。昼日中の暑いときにお出かけ

で大変ですが、今月もよろしくお願い

します。 
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教えて下さい・・・ 浦和市・山口綾子 ~千葉県・船橋海浜公園探鳥司 

期l1 8月29日（日） 

集合】午前 9時30分、JR総武線船橋駅改札

口付近。集合後京成パス 9 】40発船橋

海浜公園行きに乗車、終点下車。 

交通：武蔵野線南浦和 8 : 30→西船橋にて総

武線乗り換え、船橋下車。 

担当】佐久間、菱沼（一）、中村（築）、玉井、 

篠原、斎藤 

見どころ】まだまだ暑いですが、ここ三番瀬

は早くも秋のシギ・チドリやコアジサ

シの大群の渡りの時季をむかえていま

す。皆様の支援のおかげで三番瀬の埋

立計画が、縮小になりました。広い干

潟で鳥や浜辺のカニ達と今日一日遊ん

でください。 

注意】海浜は紫外線が強く日陰もありません

ので、帽子を必ず携帯のうえ、お出か

けください。 

ダ需研修ミ 

期日】9月 5日（日） 

会場】北本市中央公民館第 3会議室（北本市

本町1一 2一1 公 0485-91-7321) 

交通】JR高崎線北本駅西口下車、徒歩約10 

分。駅前大通りを真っすぐ西へ進み、 

二つ目の信号を左折して約lOOm0 

申し込み】支部事務局または榎本普及部長 

）まで。 

案内】リーダー研修会参加者募集！ 研修会

も今年で16回目。支部の活動や探鳥会

の運営に興味のある方、参加をお待ち

しております。当支部はボランティア

が支える支部です。最初は「ちょっと

お手伝い」で結構、リーダーとなって、 

あなたの新鮮な力を活かしてみません

か。支部会員であればどなたでも参加

できます。鳥についての知識は二の次

です。大切なのは熱意です。 

持参する物】パンフ「探鳥会のすすめ方」 

テキスト「あなたもパードウォッチン

グ案内人」（どちらも、お持ちでない

方は当日配布予定）、筆記用具等。 

鳥のさえずりをテープで覚えて、 6月始め

に山梨県の乾徳山に登りました。鳥の鳴き声

を知らなかった時は、あまり聞こえてこなか

ったいろんな鳴き声が、実によく聞こえて驚

きました。高度が上がると、林の中でメボソ 

ムシクイのチュリチュリチュリ 	とェゾム 

シクイのヒーツーキーが聞こえてきて、今ま

で山で聞いていた声はこれだった、と嬉しく

なってしまいました。 

扇平の草原の潅木の枝で、顔に黒と白の縞

のある茶色の鳥が鳴いています。チッチチュ 

ッチチーと何回も繰り返して 	。図鑑では 

ホオジロのようですが、帰宅してからテープ

で確かめると鳴き声が少し違う気がします。 

この程度の情報で、鳥の名前がわかったら教

えて下さい。 

お答えします 

ホオジロの仲間で、顔に黒と白の縞がある

という観察に加えて、 6月始め、という季節

を考えると、やはりホオジロが正解だと思い

ます。ホオジロは里の鳥というイメージがあ

りますが、山にもいます。私も以前、乾徳山

の大平牧場付近でホオジロを見ました。鳴き

声がテープと違う、ということですが、鳥の

さえずりには個体差があります。ツーピー、 

ツーピーと一見（いや一聞？）単純なシジュ

ウカラのさえずりも、注意して聞いてみると

テンポの遅いもの、早いもの、独特なクセが

あるものと、さまぎまです。ホオジロはさら

に、色々なバージョンがあります。鳥のさえ

ずりを一通りマスターしたら、次は一羽一羽

の違いを楽しんで下さい。 （編集部・小林） 

ツバメ（海老原美夫） 



4月28日（水） 浦和市 秋ケ瀬公園 

参加】58人 天気】曇 
	ノ 

カイツブリ コサギ カルガモ コジュケイ キ

ジ シラコバト キジバト ツツドリ カワセミ

アオゲラ コゲラ ヒバリ ツバメ ヒョドリ

モズ アカハラ ウグイス オオョシキリ セッ

カ キビタキ シジュウカラ メジロ ホオジロ

アオジ カワラヒワ イカル シメ スズメ コ

ムクドリ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（33種〉期待した夏鳥はほとんど

姿を見せず残念。58人と多くの参加者があったの

で、何人かはアカハラの水浴び、ツツドリの声、 

イカルの声を聞いていた。 	（楼庭 勇） 

4月29日（木） シギ・チドリ類調査 

ボランティア】21 	人 

浅見健一、浅見徹、新井勇吉、石井智、海老原美

夫、海老原教子、大坂幸男、大塚操、狩野幸広、 

狩野智広、久保田忠覚、倉林宗太郎、後藤康夫、 

佐久間博文、島田恵司、島田沙織里、松堂忠義、 

馬場友里恵、福井昭子、福井恒人、藤損保司◇◇

例年どおり秋ケ瀬地区で実施コ御苦労様でした。 

5月5日（水）千葉県習志野市 谷津干潟 

参加】61人 天気】晴

カワウ ダイサギ コサギ カルガモ コガモ

オカョシガモ バン シロチドリ メダイチドリ

ダイゼン キョウジョシギ トウネン ハマシギ

キアシシギ イソシギ オオソリハシシギ ユリ

カモメ コアジサシ キジバト ヒバリ ツバメ

ハクセキレイ オオョシキリ セッカ カワラヒ

ワ スズメ ムクドリ 月ナガ ハシボソガラス 

(29種）潮回りが悪く、大風も吹いて、シギ・チ

ドリ類が少なかったのが残念。終了後にはオオソ

リハシシギの群れなどが見られて谷津干潟らしく 

なった。 	 （杉本秀樹） 

5月7-9日（金～日） 東京都 三宅島 

参加】20人 天気】7・8＝晴、9＝晴一時曇 

コアホウドリ クロアシアホウドリ オオミズナ

ギドリ アカアシミズナギドリ ハイイロミズナ

ギドリ ハシボソミズナギドリ オーストンウミ

ツバメ ウミウ ゴイサギ アマサギ ダイサギ

クロサギ アオサギ ミサゴ トビ マダラチュ

ウヒ コジュケイ キジ キョウジョシギ タカ

ブシギ キアシシギ イソシギ チュウシャクシ

ギ トウゾクカモメsp ウミネコ カンムリウミ

スズメ カラスバト キジバト ツツドリ アオ

バズク ヒメアマツバメ アマツバメ コゲラ 

ツバメ コシアカツバメ ハクセキレイ ヒョド

リ モズ ミソサザイ コマドリ ノビタキ イ

ソヒョドリ アカコッコ ウグイス ウチヤマセ

ンニュウ イイジマムシクイ オオルリ ヤマガ

ラ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒ

ワ スズメ ハシボソガラス（54種）初めて小学

生（4名）が参加。にぎやかな旅となる。アカコ

ッコは少なめだが、それでも島じゆうに鳥影は濃

い。北川リーダーのご尽力で、宿の車を借りて予

定外の場所へも足を伸ばす。お蔭様でマダラチュ

ウヒ子とのビッグな出会いも。帰りの船上探鳥も

盛り上がり、充実した探鳥会だったっ （榎本秀和） 

5月8-9日（金～土） 長野県 白馬山麓 

参加】25人 天気 I 晴
アオサギ カルガモ コガモ ホシハジロ キン

クロハジロ トビ オオタカ ノスリ イカルチ

ドリ イソシギ キジバト ョタカ アマツバメ

カワセミ アオゲラ アカゲラ コゲラ ヒバリ

ツバメ イワツバメ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ ビンズイ サンショウクイ ヒ

ョドリ モズ ミソサザイ コルリ ノビタキ

マミジロ クロツグミ アカハラ ヤブサメ ウ

グイス オオョシキリ メボソムシクイ センダ

イムシクイ キビタキ オオルリ コサメビタキ

サンコウチョウ ェナガ コガラ ヒガラ ヤマ

ガラ シジュウカラ ゴジュウカラ メジロ ホ

オジロ ホオアカ ノジコ アオジ クロジ カ

ワラヒワ イカル ニュウナイスズメ スズメ 
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コムクドリ ムクドリ カケス ハシボソガラス

ハシブトガラス（63種）雪形が浮かぶ白馬の山々

にただ圧倒され、野鳥たちの澄んだ声が耳に心地

よい。バイカモの花が清流に揺れ、スミレサイシ

ン、ヒカゲスミレ、アズマイチゲ、キクザキイチ

ゲが雑木林に淡く咲く。カタクリの花上をヒメギ

フチョウが舞い、山並みを逆さに映す水田にルリ

イトトンボが止まっている。白馬では時間がゆっ

たり流れていた。野鳥のほか、山野草36種、蝶8 

種、動物2種、トンボ1種を観察 （小池ー男） 

5月9日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】39人 天気】晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ キンクロハジロ 

トビ コジュケイ キジ バン イカルチドリ

イソシギ キジバト アマツバメ カワセミ コ

ゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ ヒョドリ モズ ウグイス オオョシキ

リ シジュウカラ ホオジロ カワラヒワ スズ

メ ムクドリ ハシボソガラス（33種）初参加の

方が多く、印象に残る出現を願って出発。間もな

く、土手下にキジの夫婦が現われ、オスの真っ赤

な額に全員が釘付け。明戸堰上流には、ここでは

珍しいキンクロハジロの群れがいて、最後にはカ

ワセミも飛んで花を添えてくれた。 （和田康男） 

5月9日（日） 蓮田市 黒浜沼 

参加】66人 天気】晴 

カイツブリ カワウ ゴイサギ アマサギ ダイ

サギ チュウサギ コサギ カルガモ コガモ

コジュケイ キジ バン コチドリ ムナグロ

ウズラシギ キアシシギ イソシギ タシギ コ

アジサシ キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ

ツバメ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョド

リ ウグイス オオョシキリ セッカ ホオジロ

カワラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（37種）さわやかな天

気に誘われて集まった参加者が、夏鳥たちを探し、 

100羽以上のムナグロの中にウズラシギとキアシ

シギを見つけて歓声が上がった。期待される夏鳥

たちはほぼ全て現われ、大満足。 （玉井正晴） 

5月16日（日） 浦和市 三亡地区

参加】40人 天 

カワウ カルガモ コガモ コジュケイ キジ

バン キジバト カワセミ ヒバリ ツバメ ハ

クセキレイ ヒョドリ モズ ウグイス オオョ

シキリ セッカ シジュウカラ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（24種） 5月は、いつも探

鳥会までにカッコウが鳴くかどうか心配だ。今年

は第3日曜日が早くて、残念ながらカッコウは鳴

かなかった。カワセミとキジがゆっくり見られた。 

オオョシキリの凄まじい合唱曲には全員が圧倒さ

れたが、ゆっくりとした探鳥会ができたのは楽し

いことだった。緑の締麗な見沼たんぼの風景は、 

季節を越えていいものだ。 	（楠見邦博） 

 

5月23日（日） 狭山市 入間川 
	、 

 

 

 

参加】52人 天気】晴 

 

  

 

	ノ 

  

カイツブリ ゴイサギ ササゴイ コサギ アオ

サギ カルガモ トビ コジュケイ キジ コチ

ドリ イカルチドリ イソシギ キジバト コゲ

ラ ヒバリ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ オオョシキリ シジ

ュウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムク

ドリ オサーガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(29種）初参加の人にカルガモやカイツブリが見

られたことを喜んでもらえた。最近、遠出をしな

いと楽しめなくなってきているが、久々のササゴ

イや夏羽のカイツブリはとてもよかった。感動は、 

案外身近にあるのかもしれない。 （長谷部謙二） 

 

5月29日（土） 『しらこばと』袋づめの会 

 

  

 

ボランティア】15人 

 

 

	ノ 

  

大塚操、尾崎甲四郎、北村隆、倉林宗太郎、後藤

康夫、佐久間博文、島田恵司、島田沙織里、橋口

長和、橋口知枝、福井昭子、藤野富代、増尾隆、 

松村禎夫、百瀬修 

アマサギ（菱沼ー充） 
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●普及活動 
6月12日（日）浦和市立郷土博物館と周辺

の見沼田んぽを会場に、同博物館と三室公民
館共催の親子探鳥会が開催され、協力依頼を

受けた当支部からは、講師・リーダーとし
て、楠見邦博・楠見文子・工藤洋三・倉林宗

太郎・森力、 5名の幹事・リーダーらが参加

しました。 
毎年恒例の第2土曜日、学校休日の行事で

す。定員30名のところに43名もの参加者が集

まって、カッコウやオオョシキリなど、19種

類の野鳥に、歓声を上げていました。 

●標識の付いた力ワウを探してください 

本部研究センターのカワウプロジェクトチ 
ームでは、関東ブロック協議会の提案による

アンケート調査や、水産庁の委託による実態
調査などを継続し、結果を『野鳥』誌1998年 

9・10月合併号などで発表しています。 
その一環として、今年も昨年に引き続き、 

カワウ標識調査グループと協力し、カワウの

ヒナにカラーリングを装着するバンディング
調査を実施しています。今年は、行徳コロニ 
ー、台場コロニー、小橿川コロニーの3カ所

で、合計227羽のヒナに装着しました。 
カワウの調査が十分に行われていないま

ま、食害が大きいからと有害鳥獣駆除等の対

策が強く求められている現状です。本年巣立
った若鳥たちがどのように移動分散するの
か、昨年生まれた亜成鳥たちは、どこのコロ

ニーやねぐらにどのように定着するのか、調

査を前進させるデータが集められるものと期

待されています。 
リングの付いたカワウを見かけたら、 

1，どちらの足に何色のリングか。リングの
ナンバーは。 

2，今年のリングはアルファベットと数字の
間にラインが入っている。そのラインの有

無。ラインの色。 
3，観察場所。休憩地か、ねぐらか、コロニ 
ーか。コロニーの場合は繁殖状況は。 

4，日時、同時に見た羽数など。 

を、191-0 041 日野市南平2-35-2 WING l階、 

日本野鳥の会研究センター、カワウプロジェ
クトチーム、加藤七枝（FAX:042-593-6873. 

E-Mail:fwisO7O6@mb.  infoweb, ne. jp) 宛てに

お知らせください。 

●ごめんなさいコーナー 
6月号行事案内欄「群馬県片倉町・渡良瀬

遊水地」は、 「板倉町」の誤りでした。 

●8月の事務局 土曜と日曜の予定 
7日（土）編集会議、普及部会議。 
15日（日）役員会議。 
21日（土）校正作業。 
28日（土）袋づめの会。 

会員数は 
7月1日現在3, 076人です。 

6月6日（日）普及部会議（1月までの行事

予定・その他）。 
6月12日（土）編集会議（7月号編集作業）、 

研究部会議。 
6月19日（土）7月号校正作業（海老原美

夫、大坂幸男、喜多峻次、桜庭勇、藤掛保

司）。 
6月20日（日）役員会議（司会：倉林宗太郎、 

総会準備・次回関東ブロック協議会検討事
項・その他）。 

6月28日（月）7月号発送（倉林宗太郎、藤

掛保司）。 

編 集 そ麦 記
 

2年ほど前、植木鉢に何気なく撤いたオレ

ンジが、高さ20cm位に育った。ベランダに置

いておいたら、ナミアゲハが卵を生みつけ、 

今では4匹の幼虫が育っている。イモ虫系は

苦手なのだが、毎日見ているうちにだんだん

可愛くなってきた。それどころか、ちょっと
脱皮が遅いのでは？ 食欲がないのでは？
と、育児ノイローゼ気味になってきた。早く 

羽化してほしい。 	 （みどり） 
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